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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
玩具の場所がわからない子どもに対しても、絵カードや写真
等を使用して、みんなが使いやすくきれいな状態を保てるよ
うにしていきたい。

2

保護者の悩みや児童の困り事に対して、療育的な視点から回
答できるように、日々研修や振り返りを行う等努力してい
る。しかし、その時間が取れない事もある為、管理者や指導
員同士で相談しやすい環境づくりを引き続き作っていきた
い。

3

療育的な知識・研修会に関しては、職員だけではなく保護者
も一緒に学べる機会を設けていきたいと考えている。まずは
お便り等で、当施設で行っている療育プログラムについて触
れた文章を作成したり、少しずつ進めていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

経験年数が同じくらいな為、わからない事を共有しながら進
めたり、職員間でその日のうちに話し合いをすることができ
ている。また、本を買って勉強をしている職員や自主的に研
修を受けている職員もいる等、日々の努力を今後も継続して
いきたい。

2

管理会社へのこまめな連絡を行ったり、ゴミ置き場のゴミが
散乱している場合は、職員が片付けたりしている。定期的な
巡回が事業所内でできる事かな、と考えている。また、急な
飛び出しに関しては、対応できる職員が見守り・見送る等、
児童の安全には十分に配慮している。

3
活動を2グループずつ実施したり、運動サーキットの間隔を工
夫したり、ケガや衝突の防止に努めている。また、戸外に出
る等園外活動を行う事もある。

保育型の療育施設の為、1日の流れが決まっており、ルー
ティーンで子どもたちも慣れている。

身支度方法等が構造化されており、視覚的にわかりやすくなっ
ている。また、療育室には玩具が充実しており、自由遊び時
に、子ども同士の関わりが見られる等、保育型施設ならではの
療育が展開されている。

毎回、FBの時間を設けており、丁寧にその日の様子(成⾧した
事・課題等)をお伝えしたり、家庭での様子を保護者と共有
し、次の療育に活かしている。

利用者の悩みに寄り添い、適切な声掛けを行っている。また、
悩みごとの中で支援の方向性を変える必要がある場合は、児発
管につなぎ、面談を実施する等工夫している。

５年以上の保育士や専門職（言語聴覚士・作業療法士・公認心
理師等）がいる事や、研修内容も専門的知識のものが受けられ
る職員が増えている事。

外部研修に関しては、積極的に行けるように調整をしており、
ミーティング時に研修に関する発表を行っている。また、各専
門職からの園内研修も実施しており、療育プログラムに関する
知識の標準化や療育支援に活かしたりする機会にしている。

施設内環境について。
療育室を分ける扉を設置している時は、活動範囲が少し狭く
なってしまう為、その分衝突などのリスクが高まる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

療育の経験年数が１，２年の職員が多い為、他の事業所と比較
した際に経験年数が少ない。

初めて務める療育施設が、当施設である職員が多く、判断材料
がない事、また経験が浅い事から個別療育プログラムの組み立
てがわかる職員が少ない事があげられる。その為、専門職頼り
になってしまう事もある。

近隣の環境について。

上階からたばこの匂いがあったり、駐輪場が狭く自転車が止め
られない等、日々保護者様にご迷惑をおかけしている状況であ
る。また、道路に面している為、急な飛び出し等に別途対応が
必要になる。
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